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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

· 治療プログラム委員会より～先日実施した写生大会で、参加した患者様の絵が完成し、　　　　　　　　　　　　　昨日、集会室に展示しました。展示期間は、12/9（金）　　　　　　　　　　　　　　15：30までとします。西病棟の鑑賞時間に関しては月曜　　　　　　　　　　　　　　日・木曜日（体育館使用日）のプログラム前となります。　　　　　　　　　　　　　患者様へ説明をしていきましょう。（賞は設けず、鑑賞の　　　　　　　　　　　　　みとなっています。）
· 外来患者様（柳澤武彦様・山道昭雄様）についての情報提供がメールで届いています。スタッフは確認し、休日・夜間の対応を統一していきましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 大下　良悦様～現在、私物管理（煙草）・金銭管理について検討中です。煙草に関し

て本人の管理能力の程度に合わせて管理方法を検討していきます。

（例：一日3本管理から開始し、周囲への嗜好品要求等の有無を含めた管理能力の評価を一定期間毎に行い、管理方法を検討する）

煙草管理を通して、最終的には金銭管理が出来る事を目標としていきます。担当スタッフは本人と話し合い、共同プランを作成するようにしてください。

· 成田　賀枝様～本日から12/4　17：00まで外泊となっています。出棟前に御家族の方に　　　　　　　外泊中の様子を帰院時、教えて頂き、主治医へ情報提供することと

　　　　　　　　します。

・菅原　典克様～昨日から本日19：30まで外泊に行かれています。帰院時、外泊中に御家　　　　　　　族と今後について話し合って来る事・仕事について（何時から、どんな　　　　　　　　仕事をするのか）をレポートにまとめ、帰院時スタッフとミーティング　　　　　　　　を行う事となっています。

　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　　準夜スタッフとミーティングを行っています。

1 大変だった事・困った事など

「特に無かった、おいしいものを食べられたし外の空気も吸えた。アルコールは部屋に置いてなかったから飲まなかった、でも正直今の俺だったら飲んでいたかもしれない」と話されています。

2 御家族との関わりはどうであったか

「親とは抵抗無く話せた。向こうも距離を置いてる事も無かった」との事

3 今後の仕事をどうするか

「とりあえず自分の店があるからそこで働くし、先生は２～３ヶ月休んでからって言ってたから」と話されています。

　　　　　　　　　全体的に漠然としており回復イメージが充分持つことが出来ず生活再設定の必要性について認識に欠けている様子が伺えます。引き続き

　　　　　　　　　外泊訓練におけるミーティングを実施し、回復イメージの構築と生活再設定が出来るよう関わっていきましょう。

＜レクリエーション活動評価・検討＞

・今週の火曜日・水曜日のビデオ鑑賞では、興味を持って鑑賞される方が多く、その為居眠りをされている方がおらず「きれいな風景だね」等と感想を述べています。又、木曜日のスポーツ（バレーボール・円陣バレー）は参加状況良好で、見学者は少数でした。

グループ、個人を問わず点数をつける等結果が明確になるプログラムには参加意識が

高まる様子が伺えます。

毎週、ビデオ鑑賞では居眠りする方が居る為、その場合の対応（体育館での運動等）を検討していきましょう。今後のプログラム内容については月単位で設定し、月1回社会復帰、生活能力向上目的のビデオ上映を導入していく予定です。

　新しいプログラム項目を導入する際患者様が抵抗感を示しますが、患者様は（統合失調症の患者様に多い）現状維持を望む傾向にある事（これが陰性症状に至る要因として考えられます）を念頭に置いて関わっていきましょう。

＜Ｄｒ猪股担当患者様ケースカンファレンス＞

· 駒木　洋士様～現在、私物の整理整頓が出来ておらず保清への認識に欠ける様子が伺え　　　　　　　ます。症状により徐々に生活管理能力が低下してきているものと考えら　　　　　　　れます。皮膚状況にも影響を及ぼす為、担当スタッフは生活管理能力を　　　　　　　維持出来る事を目標としてケアプランの検討をお願いします。尚私物

　　　　　　　　整理は年内を目途としていきましょう。

・蛭名　豊美様～現在、スタッフ側で水分管理を行っていますが、隠れて飲水されたり　　　　　　　　　氷を頬張っている事あり、多飲傾向である事について認識に欠ける様子　　　　　　　　が伺えます。夜間の尿失禁の有無を飲水管理の評価基準としてケアを　　　　　　　　　継続して行きましょう。併せて性的逸脱行為、衣類を投げ捨てる等の

　　　　　　　　行動についても観察・確認をしていきましょう。

・大橋　照子様～引き続き外出に関しての希望聞かれています。食事摂取状況には変化見られず、食事（主食）に対する被毒妄想に左右された発言聞かれています。病識に欠けている様子は伺えるものの、病棟日課問題なく行う事出来ている為、フィードバックしながらケアに繋げていくようにしてください。

· 奥寺　　徹様～皮膚の湿疹がある為確認させて欲しい事伝えますが「触るな」「そんな　　　　　　　権利はない。」等と話し、軟膏処置に関しても拒否されています。精神　　　　　　　症状不安定な様子が伺えますので引き続き、異常体験に左右された言動　　　　　　　について観察、確認していきましょう。又、軟膏処置を含めた保清の必　　　　　　　要性に関しても本人に伝えて行きましょう。皮膚状態を確認する際はス　　　　　　　タッフや人数を変える等で対応していきましょう。

※三上Ｄｒが、前回出来なかった東病棟のみ勉強会を実施する為、西病棟はお休みとなります。その為勉強会は行っていません。

